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平成25年度　常陸大宮市行政改革の取り組み状況

基本方針１　市民との協働によるまちづくり
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○平成２５年７月に区長会役員会と市執行部で行政懇談会を開催しました。また、区長会の活動として、まちづ
くり先進事例の視察研修や講話会を開催するなど、地域の実情や問題点、市政の課題等について情報の共有
化を図り、自治組織の育成を推進しました。
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○条例及び計画等の策定にあたっては、市民の意向を把握・分析し、政策に反映させるため、パブリックコメ
ントを実施し、市民参画（協働）の推進を図りました。
［パブリックコメントを実施した条例・計画等の名称］
・常陸大宮市安全な飲料水の確保に関する条例
・第二次健康常陸大宮２１計画

○第２次常陸大宮市男女共同参画計画に基づき、審議会等への女性委員の登用を推進した結果、平成２５年４月
１日現在における１８附属機関の女性登用率は２７．８％となりました。
○市内の各分野で活躍する市民の方を広く発掘・登用し、豊かな人間関係と地域社会に貢献することを目的と
して、平成２５年１２月に「常陸大宮市人財ネットワークひたまる先生会」が発足し、市民が共に学び合う「共
育」と市民による「ひとづくり」を推進しました。
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○市と地域連携に関する協定を締結している茨城大学の知的財産を
積極的に活用し、市民・大学・行政が連携・協働したまちづくり
を推進しました。

　　［取り組み内容］
　　　・市民大学講座の開催　　秋講座「紙・和紙について学ぶ」
　　　　　　　　　　　　　　　春講座「茨城の歴史と文化を学ぶ」
　　　・常陸大宮市まちづくりネットワーク会議の開催

・市の審議会や各種委員会に茨城大学の教授等１２人を委員とし
て委嘱

▲市民大学講座の様子
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○行政評価を実施し、「事務事業の見直しによる効率的な行政運営」と「市民への説明責任・透明性の確保」
に努めました。（事務事業評価　７０事業）

○６月を強化月間として職員提案制度の奨励を行い、職員の意識啓発と能力開発を推進し、行政運営の効率化
及び市民サービスの向上に努めました。（提案数　２４件）
○市定員適正化計画に基づき、計画的に職員を削減することで、人件費の抑制及び定員適正化を推進しました。
（計画目標　平成２２年４月１日　５５９人　→　平成２７年４月１日　５０３人以下）
その結果、平成２６年４月１日現在の職員数は５１４人となっています。

○下水道使用料の徴収事務委任により、平成２６年２月から上水道と下水道の料金賦課業務を一元化し、事務の
効率化及び経費の節減を図りました。

○「常陸大宮市安全な飲料水の確保に関する条例」を制定し、これまで県が実施していた小規模水道及び飲用
井戸等の事務を受託し、市が許認可を行うことで、手続時間の短縮が図られ、市民の利便性が向上しました。

○市民に身近な行政サービスについて、事業別行政コスト計算書（１５事業）を作成し、コスト意識の醸成を図
りました。
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○山方農林水産物直売・食材供給施設及び美和農林水産物直売・食材供給施設への指定管理者制度の導入を推
進し、温泉・温浴施設との一体的な管理運営体制を構築することにより、管理運営コストの節減及び市民サー
ビスの向上を図りました。
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○「常陸大宮市補助金等見直し要領」に基づき、平成２６年度当初予算の編成において市単独補助金の見直しを
実施し、整理合理化・適正化に努めました。
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○第２次常陸大宮市地球温暖化対策実行計画に基づき、市役所の事務事業実施時における環境対策及び省エネ
による経費節減に努め、事務事業活動での温室効果ガスの排出抑制に取り組みました。
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基本方針２　効果的・効率的な事務事業の推進
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○常陸大宮市と那珂市、かすみがうら市、五霞町の４市町において「いばらき自治体クラウド基幹業務システ
ム」の整備運営に関する協定を締結し、平成２７年１月からの稼働に向けた取り組みを推進しました。
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基本方針３　自立した財政基盤の確立
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○副市長を委員長とする未収金対策委員会において、債権管理基本方針及び滞納整理マニュアル等について検
討を行うとともに、税及び税外収入の収納率に目標値を設定して、未収金対策に取り組み、情報の共有化及
び収納率向上を推進し、自主財源の確保に努めました。
○市税等の収納率向上を図るため、一斉滞納整理や茨城租税債権管理機構への事案移管のほか、一般財団法人
茨城県住宅管理センターに市営住宅使用料等の滞納整理業務を委託し、収納対策の強化に取り組み、自主財
源の確保と市民負担の公平性の観点から、収納率の向上を推進しました。
○企業立地フェア及び企業立地セミナーに参加し、市内工業団地への企業誘致を推進した結果、宮の郷工業団
地で１社が操業を開始、また、水戸北部中核工業団地では１社が用地を取得し、地元の雇用創出と自主財源
確保の面において効果がありました。
○統合簡易水道事業を進めている現状を踏まえ、簡易水道と上水道の料金の統一を図るため、簡易水道料金の
改定を行い、受益者負担の公平化を推進しました。
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○遊休地等の利活用及び処分を行い、市有財産の適正な維持管理と自主財源の確保を推進しました。
○地域経済の活性化と自主財源の確保を推進するため、市のホームページや広報紙等を活用し、有料広告を実
施しました。

基本方針４　新たな行政需要に対応できる執行体制の確立
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○政策目標の実現に向けて効率的、効果的な組織づくりを推進するため、組
織機構の見直しを行いました。
【新設】歴史資料として重要な公文書等を収集・保存するため生涯学習課

内に文書館（文書館グループ）を設置
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○県への実務研修生の派遣、県自治研修所が行う特別研修や階層別研修への
参加、市独自の研修の実施、職員の政策形成能力等の向上など、人材育成に取り組みました。

○職員採用情報をホームページや広報紙お知らせ版等に掲載し、市内外から広く有能な人材の確保に努めました。

▲文書館

���������������	
������������������

基本方針５　公正の確保と透明性の向上
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○情報公開制度の開示状況等について広報紙に掲載し、制度の普及啓発と条例の適正な運用に努めました。
［平成２５年度開示状況］
・市長部局　　　１０件　　　・教育委員会　　　３件
○市が主催または共催するイベントや放射線量測定結果などの情報を市のホームページに掲載し、迅速に広く
情報発信を行いました。また、市民に親しまれるようホームページのリニューアルを行いました。
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○市町村アカデミー特別講座に参加し、監査委員の高度かつ広範な知識の習得に努め、機能等の強化を図りま
した。
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平成 25年度行政改革取り組みの成果
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